



















だが村川・井上 (    ) が指摘するように､ 臨海学校
はその教育的役割として､ 集団生活を経験し､ ｢仲間と
の協力｣ ｢おもいやる心｣ ｢泳力の向上｣ などを獲得し､
遠泳を通しては ｢努力｣ ｢忍耐｣ ｢勇気｣ ｢自信｣ などの
精神面での成果を得させることが可能で､ 人間形成に重






























New Roles of Seaside School in the School Education
- Based on the purpose of The Course of Study revised in 2008-





を果たす行事であり､ 学校行事に求められる今日的課題を解決しつつ ｢生きる力｣ の獲得が期待できるという有用な
活動であることが明らかになった｡ また｡ その課題への考察から日本泳法文化の資源の活用が､ 学校教育の今日的課
題の解決に有益であることが示された｡












が求められている｡ そのため､ 確かな学力､ 豊かな心､






















｢幼稚園､ 小学校､ 中学校､ 高等学校及び特別支援学校


















充実｣ では､ 徳育および体育の充実や､ 体験活動の充実














①で言う ｢生きる力｣ とは､ 平成 年 月の第  期中
央教育審議会第一次答申 ｢  世紀を展望した我が国の教
育の在り方について｣ において示された ｢自分で課題を


















導要領に示されるところの ｢目標｣ ｢内容｣ を達成する
教育を行なうものとする規定が加わった｡ これは児童が
その目標を達成することを義務付けるものではないが､










道徳教育の目標に ｢伝統と文化を尊重｣ すること､ ま






























































内容については､ ｢学芸的行事｣ が ｢文化的行事｣ と



















て､ 第６章 特別活動 第２ 各活動・学校行事の目標









され､ ２内容の ( ) 遠足・集団宿泊的行事では､ 『自然
の中での集団宿泊活動などの平素と異なる生活環境にあっ







団宿泊的行事に位置づけられるが､ あわせて ( ) 健康
安全・体育的行事であるともいえる｡ また後述するよう
にその中に他の行事の内容を包括しているという､ 多面





｢泳力の向上｣ などを獲得し､ 遠泳を通しては ｢努力｣
｢忍耐｣ ｢勇気｣ ｢自信｣ などの精神面での成果が大きく､
人間形成に重要な役割を果たしており､ このような教育
活動が児童生徒の育成に不可欠である､ と述べている｡





｢心理的社会的能力｣ ｢徳育的能力｣ ｢身体的能力｣ が有










感じる体重など､ プールとは違う ｢生きた水｣ からの学
びがある｡ 死に直結する事故の可能性もある状況下での
















































・ ｢望ましい集団活動を通して｣ については､ 数十人か
ら数百人の集団をもって､ ある期間おこなわれる活動で
あること､ そしていわゆる ｢同じ釜の飯を食う｣ 関係を
持つことにより ｢集団への所属感や連帯感を深める｣ 活
動であることがわかる｡ また臨海学校において ｢夜のお
楽しみ会｣ ｢きもだめし｣ ｢すいか割り｣ などの企画・運
営・実行を児童にさせることなどで､ 自主的・実践的な
態度を養う機会が提供される｡































































































































水術) や日出学園小学校 (神伝流) などが､ 中学校では
巣鴨中学校 (水府流太田派) や開成中学校 (水府流太田
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